


本論文では、障害児を育てる時系列のなかで、次子出産をめぐる療育システムの現状と、

親の求める視点を探ることを目的とする。

調査方法は、障害児をもち、次子を出産した、あるいは出産を予定している母親への聞き

取り調査(補助的な質問紙調査)、当事者どおしのグループディスカッションなど、可能な

限りの手法を用いる。(「質問紙」については、現在、専門家と相談しつつ準備・検討中

である)

そのことを通して、親にとっての障害受容の過程、状況によるストレスなどを明らかにし、

次子出産に向けて求められるサポートシステムのあり方を検討したい。

キーワードを、①障害受容の過程、②親のストレス、③サポートシステムと設定し、以下

に、それぞれのテーマで論じる課題について、略述する。


